
   
     ＨＡＣＣＰ制度化への対策は万全ですか？ 

   食の事業者様のための ＨＡＣＣＰ対策セミナー 

 主催 ： 山口銀行 大和リース株式会社 
 後援 ： 下関商工会議所      

平成31年２月６日（水） 14：00～16：30  

                   （開場 13：30） 

 
やまぎん史料館 
（下関市観音崎町１０－６ TEL083-232-0800） 
 

先着50名様 
※ 定員になり次第締め切らせていただきます 

参加費 無料 

  平成30年6月に、15年ぶりとなる食品衛生法の改正が公布されました。改正された食品衛生法では、原則として 
すべての事業者が食品衛生法上の危害発生を防止するために特に重要な工程を管理するために「ＨＡＣＣＰに基づく 
衛生管理」について計画を定める必要があります。 
 ぜひこの機会にＨＡＣＣＰ制度化対策について再確認してください。多くの方々のご参加をお待ちしております。 

※ 駐車場をご利用いただけますが、駐車台数に限りがあるため、公共交通機関でお越しください。 

お申込みは裏面の参加申込書にご記入のうえ、ＦＡＸでお申込みください。 

【会場アクセス】 

15：10～16：10 

「HACCPにおける電解水の効果的運用とﾒﾘｯﾄ」 

ホシザキ株式会社営業本部営業２課衛生推進係課長 金盛 幹昌氏 

定員 

会場 

第1部 

日時 

14：00～15：00 

義務化によるHACCP対応の仕方「HACCPの導入について」 

山口大学共同獣医学部教授 豊福 肇氏 

第２部 

・ＪＲ山陽本線「下関駅」下車 
 バス停「海響館前」下車徒歩2分 
・山陽新幹線「新下関駅」下車タクシー約２０分 
・新下関ＩＣより車で約10分 



Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 対 策 セ ミ ナ ー 参 加 申 込 書 

ＦＡＸ ０８３-２３２-０８５２  山口銀行事業性評価部 植木行 

貴社名 役職 ご参加者名 ご住所・ご連絡先 

 
 
ＴＥＬ（     ）      －   

 
 
ＴＥＬ（     ）      －   

※ ＦＡＸにてお申し込みください。 

（紹介店：     銀行      部・支店） 

TEL 083-223-7955  山口銀行 事業性評価部  担当 ：植木、木下 

お問い合わせ先 

【事前質問】 ※ 今回のセミナーに関する質問等がありましたら、枠内にご記入ください。 

 

【個人情報の取り扱いについて】  
  本申込書に記入いただきました個人情報は、本セミナー申し込みに関する受付管理事務及びセミナー開催前後の申込者様へのご連絡、今後のセミナーのご案内等に 
  利用いたします。 

  
 獣医学の博士号を持ち、獣医公衆衛生学及び獣医疫学を専門とする。 
厚生労働省に20年以上勤務し、HACCP歴約25年の経歴を持つ。厚労省時代、HACCPに基づく総
合衛生管理製造過程の審査の枠組み設定に携わり、監査を実施。昨年も国際食品規格を作成してい
るコーデックス委員会の食品衛生部会で、HACCPガイドラインの改訂作業に貢献。ISO 22000の
改訂の作業部会の委員も務め、2018年版の議論にも貢献。食品衛生の分野で国際的に活躍をして
いる。 

講 師 の ご 紹 介 

義務化によるHACCP対応の仕方「HACCPの導入について」 
山口大学共同獣医学部 教授 豊福 肇氏 

「HACCPにおける電解水の効果的運用とメリット」 
ホシザキ株式会社営業本部営業２課衛生推進係課長 金盛 幹昌氏 

   （公社）日本食品衛生協会HACCP普及指導員、（一社）日本電解水協会食品委員会副委員長、 
   （一財）日本GAP協会JGAP指導員、千葉県HACCPチャレンジセミナー相談員 
      ホシザキ販売会社にて業務用厨房機器の営業に29年従事、内電解水専任担当を16年務め電解
水を用いた衛生管理のノウハウ確立と普及に努める。2016年11月より現職へ出向し全国でHACCP
や電解水の講演講習を行うとともに、食品事業者のHACCP実践の支援を行っている。平成29・30
年度厚生労働省「食の安全確保推進研究事業」研究班参加。 
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